
平成２０年１０月２４日 
                             三 陸 国 道 事 務 所 
 
 

トンネル防災訓練を実施します 
 

八戸・久慈自動車道「久慈道路 湊トンネル」   
 
三陸沿岸地域道路等防災対策連絡協議会は、トンネル内での人身事

故及び車両火災が発生した場合にトンネル内の防災設備の有効利用

と警察・消防等関係機関との連携によって災害を最小限にとどめ、

二次災害の発生を防止することを目的にトンネル防災訓練を実施す

ることとしましたのでお知らせします。 

 
○ 日 時 平成２０年１０月２９日（水） 

１１時３０分～１３時３０分 
受 付 １１時００分から 
受付場所及び駐車場 久慈市長内町 久慈消防署（開会式会場） 
           

○訓練場所 岩手県久慈市源道地内 湊トンネル 
 
○ 内 容  １．通報・情報伝達訓練 ５．消火救助活動訓練 
      ２．交通規制訓練    ６．油処理・清掃訓練 
      ３．非常警報作動訓練  ７．DMAT活動訓練 
      ４．現場救護所設置訓練     
            
○通行規制 １２時００分～１３時３０分 全面通行止 
      
※お願い：当日の訓練実施時間内は、訓練関係車両以外は通行できません。 

取材される方は開会式会場から訓練現場までバスで送迎いたしま

す。 
 
発表記者会：宮古記者クラブ、久慈維持出張所関連報道機関 
 
〈問い合わせ先〉 
 国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 
    電話 0193-62-1711 
        副 所 長（技）熊谷

くまがい

 茂則
しげのり

 （内線 205） 
        管理課長   前田

まえだ

 隆
たかし

 （内線 431） 
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八戸・久慈自動車道 湊トンネル防災訓練実施要領 

 

１ 目的 

  本訓練は、トンネル内において引火性危険物積載車両とワゴン車、マ

イクロバスがからむ多重衝突事故により多数の負傷者が発生した場合を

想定し、各関係機関との連携を緊密にし、迅速かつ効果的な人命救助、

救護医療の確保、火災危険の回避、流出又は飛散した危険物による２次

被害の防止及び円滑な交通の安全確保を図ることを目的とする。 

 

２ 日時 

  平成 20年 10月 29日（水） 12時 00分～13時 30分 

 

３ 場所 

  岩手県久慈市源道第 13地割地内 

  八戸・久慈自動車道 湊トンネル南坑口 

 

４ 主催 

  三陸沿岸地域道路等防災対策連絡協議会 

 

５ 訓練参加機関 

 ⑴ 三陸国道事務所 

 ⑵ 岩手県久慈地方振興局 

 ⑶ 久慈市 

 ⑷ 岩手県立久慈病院 

 ⑸ 久慈警察署 

 ⑹ 岩手県防災航空隊 

⑺ 久慈広域連合消防本部 久慈消防署 

 

６ 訓練想定 

  平成 20年 10月 29日 12時 30分頃、八戸久慈自動車道湊トンネル南坑

口から約 100ｍ付近で、北坑口から進行して来た油を積載したタンクロ

ーリー車（１名）と南坑口から進行のワゴン車（５名）が衝突、ワゴン

車は大破した。ワゴン車後続の乗用車（２名）が事故を避けようとし縁

石に乗り上げ横転、更にマイクロバス（15名）が追突し乗員が負傷した。 

  トンネル内では多数の負傷者が発生、DMATの要請、防災ヘリによる救

急搬送も必要となった。 

  タンクローリーから油が漏えい、トンネル油火災の危険が非常に大き

く、油流出の危険も懸念される。 

また、トンネル内巻き添え一般車両の安全確保を早急に対処する必要

がある。 



７ 参加機関別訓練内容 

⑴ 通報・情報伝達訓練 

  北坑口侵入事故巻き添え者がトンネル内非常電話で 119番通報。 

  消防本部は 119番受信後、関係機関に情報提供する。 

 ア 久慈消防本部 

 イ 各関係機関 

 ⑵ 現地連絡調整所設置訓練 

   災害現場で活動している関係各機関との情報の共有、現場で活動す

る関係機関それぞれの役割について調整、現場における被害状況の把

握、広報対策の調整のため現場近くに設ける。 

  ア 三陸国道事務所 

  イ 久慈警察署 

  ウ 県立久慈病院 

  エ 久慈消防本部 

 ⑶ 交通規制訓練 

   現場活動を安全確実に、また２次災害を未然に防ぐため所用な場所

の道路交通規制を行う。 

  ア 三陸国道事務所 

  イ 久慈警察署 

 ⑷ トンネル内防災設備作動訓練 

   トンネル内の防災設備を使用し被害の軽減を図る。 

  ア 三陸国道事務所 

 ⑸ 現場応急救護所、トリアージポスト設置訓練 

  多数の負傷者が発生したのでトンネル南坑口入口付近に設置、トリア

ージ及び応急救護にあたる。 

ア 県立久慈病院 

イ 久慈消防本部 

 ⑹ 県立久慈病院 DMAT活動訓練 

   多数の負傷者が発生したことから、久慈消防本部は県立久慈病院

DMATに出動要請する。DMATチームは現場における救護医療を行うとと

もに搬送先医療機関を選定する。 

  ア 県立久慈病院 

  イ 久慈消防本部 

 ⑺ トンネル内負傷者搬出訓練 

   トンネル内には多数の負傷者が発生、早急にトンネル外に搬出する

必要がある。１次トリアージ行いながら負傷者を、担架、ストレッチ

ャー等でトンネル外にピストン搬送する。 

  ア 久慈消防本部 

 ⑻ 救急搬送訓練 

  負傷者が多く救急車のみでは対応できないので、軽症者については一



般車両をもってパトカー先導で救急搬送する。 

  ア 三陸国道事務所 

  イ 久慈警察署 

  ウ 久慈消防本部 

 ⑼ トンネル内巻き添え車両救出訓練 

   北坑口から進入し事故に遭遇した車両をトンネル外の安全な場所に

避難・誘導させる。 

  ア 久慈警察署 

  イ 久慈消防本部 

 ⑽ 車両・油火災阻止訓練 

   タンクローリーから油が漏えいしトンネル内油火災の危険が非常に

高く、泡放射で可燃性蒸気を抑制し引火を防止する。 

  ア 久慈消防本部 

 ⑾ 油処理訓練 

   漏えいした油がトンネル内の側溝に流れ拡散する危険がある。 

  ア 三陸国道事務所 

 ⑿ 救助救出訓練 

   事故車両内に閉じ込められ脱出できない負傷者を救出救助する。 

  ア 久慈消防本部 

 ⒀ 防災ヘリ救急搬送訓練 

   重傷者を防災ヘリで遠隔地の医療機関へ救急搬送する。 

  ア 岩手県防災航空隊 

イ 久慈消防本部 

 

８ 集合場所・受付・移動・駐車 

⑴ 集合場所 

  久慈消防署駐車場 

  ＜訓練打合せ 11時 00分～11時 30分＞ 

 ⑵ 受付 

   久慈消防署駐車場  

   受付時間 10時 30分～11時 30分まで 

 ⑶ 移動 

   訓練参加機関は、各自の方法で待機場所へ移動する。 

   訓練参観者は主催者の用意した車で訓練現場に移動する。 

 ⑷ 駐車 

   訓練に参加する車両以外は消防署の駐車場に駐車する。 

 

９ 訓練の中止 

  災害又は重大な事故が発生したとき、又はその恐れがある場合、その

他の事情によりやむを得ない場合は、参加団体協議のうえ訓練を中止す



る。 

10 広報 

⑴ チラシによる広報 

 ⑵ ラジオ及びテレビによる広報 

 ⑶ 防災行政無線及び久慈市広報誌による広報 

 ⑷ 立て看板による広報 

 ⑸ 記者クラブへの資料配布 

 ⑹ 久慈消防本部ホームページに掲載 

 

11 検討会 

  訓練終了後、訓練参加機関で行う。 

 ⑴ 会場 久慈市防災センター２階視聴覚室 

 ⑵ 時間 14時 00分～ 
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